
                                                                 

 
 
 
 

 

 

運動発表会 

校長 赤尾 眞司  

今年は新型コロナウイルス感染症対策として、例年のような運動会の実施はできませんでした。それに

代わって、学年ごとの運動発表会という形での公開をさせていただきました。全学年共通で、準備運動に

パプリカの曲に合わせた「パワーアップねりま」を、そのほかには徒競走、表現運動を公開しました。９

月から体育館での練習から始まり、１０月になって校庭での練習する姿が見られました。徒競走は、走る

練習が十分には取れませんでしたが、当日は一生懸命に走る姿を見せてくれました。実施予定の土曜日が

２日ともに雨で、月曜日の開催になりましたが、各学年１００名以上の保護者の方のご参観をいただきま

した。保護者の皆様の熱い応援が、子供たちにとって何よりのうれしさでした。本当にありがとうござい

ました。各学年の演技を掲載しました。文章は各学年にお願いしました。 
先日の月曜朝会で、東京オリンピック・パラリンピックの話をしました。５６年ぶりの開催の予定でし

たが、感染症のために次年度に延期になりました。オリンピックは延期になりましたが、東京都ではオリ

ンピック関連事業として、「夢・未来プロジェクト」を実施しており、本校では今年度アスリートの派遣

を受けることが出来ました。１１月２１日（土）に、パラ陸上の 高橋 勇一 選手 をお招きする予定です。

児童のみの参加になりますが、どのようなお話をうかがえるのか楽しみです。 
 

１年生 ライオンキング 

８月の最終週から練習に取り組んできたライオンキング。子供たちにとって、初めての運動会。今年は

運動発表会という形になりましたが、保護者の方々に見ていただける数少ない機会なので、子供たちも、

私たち教員も気持ちが入っていました。迎えた本番、これまでで一番のダンスでした。「サークルオブラ

イフ」はゆっくりと体を大きく見せて踊る「静」、「早く王様になりたい」は楽しく元気に踊る「動」を

表しました。クラスと一人一人のオリジナルのダンスもキラキラしていて、これからの成長が楽しみな運

動発表会でした。 
 

２年生 みんなでおどろうポンポコリン 

２年生は運動発表会で、４０ｍ走と「みんなでおどろうポンポコリン」を行いました。４０ｍ走は、そ

れぞれ全力を出して走りました。その中では、思うような結果にならず悔しがっている子供もいましたが、

「３年生こそ１位をとりたい」と次の目標につなげることができており、成長を感じることができました。

また、「みんなでおどろうポンポコリン」では、ペットボトルで自慢のオリジナルマラカスを作成し、元

気に踊りました。特に、発表会本番では、これまででも一番大きく、笑顔で踊っていて、練習の成果を発

表していました。いつの間にか２年生も半分が終了し、その間に子供たちはしっかりと成長していること

を感じられた運動発表会でした。これからも一つ一つのことを全力で取り組んでいきたいです。 
 

３年生 よさこい踊り「この地へ」 

３年生になり初めての大きな行事となった運動発表会。自分たちの頑張る姿を保護者の方々に見てもら

おうと、子供たちも一生懸命練習に取り組みました。よさこい踊り「この地へ」では、１組と２組で踊り

を見合ったり、自分たちが踊っている動画を見たりして、友達のよいところや、直していきたいところを

見付け、よりよいものになるように励みました。本番では、今までの練習の成果を発揮し、大きく踊るこ

とができました。そして何より、笑顔で楽しく踊る姿を見てもらうことができ、子供たちも大満足でした。

一人一人が輝いた素晴らしい運動発表会でした。 
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４年生 南中ソーラン 

難しいことに挑戦し、努力することで大きな成功を実感できた運動発表会となりました。南中ソーラン

は、腰を低くして踊る動きが多く、そのような姿勢を維持しながら北国の漁師の凄みを精一杯表現するた

めに練習を積み重ねました。実行委員は休み時間に練習や打ち合わせをしました。そんな実行委員の姿を

見て、心も動きも一つにして、みんなで作り上げようと努力をしました。本番では、積み重ねてきた努力

を発揮できました。真剣なまなざし、素早い動きからは、一人一人の本気と集中力が感じられました。「ONE 
TEAM」、まさしく学年が一つになれた運動発表会でした。 

 
 

５年生 フラッグ★フラッグ 

５年生は、司会、曲選び、会場準備、運動やフラッグの動きを覚えお手本を見せる、など実行委員が中

心となって作り上げた運動発表会でした。特に、表現運動「フラッグ★フラッグ」では、実行委員が覚え

たものを全員に教え、練習し、一つ一つクリアにしていきました。「振り下ろした時の旗の音が一つにな

るようにしたい」「旗が列ごとに揃うように動かしたい」の２つを目指して練習に取り組みました。互い

に声をかけて自主的に練習をしたり、確認をし合ったりして本番を迎えました。高学年としての自覚を少

しずつ感じながら頑張れた運動発表会でした。 
 
 

６年生 ダイナミック琉球 

６年生一丸となって取り組む最初の行事として、９月から「ダイナミック琉球」の練習を始めました。

どんな気持ちで取り組むか、どんな踊りを目指すかを一人一人が考え、学年のテーマを「感謝」としまし

た。実行委員は休み時間を使って踊りを覚え、全体練習の際にはお手本として踊ったり細かな動きをアド

バイスしたりしました。大きく動くところと止まるところのメリハリを付けることを意識して練習を重ね、

自主練習をする子も多く出てきました。本番での真剣な眼差しや息の合った太鼓の音からは、一人一人の

思いが伝わってきました。今まで積み重ねてきたことを存分に発揮できた運動発表会でした。 
 
 

○２学期も後半に入ります 
２学期が始まって二か月が過ぎました。９月までは暑い日が続いたのですが、１０月後半から快適

な気候になってきました。子供たちが運動をするのには絶好の季節です。新型コロナウイルスの感染

はまだまだ収まってきてはいませんが、子供たちの心には少しずつ落ち着きというか安心感が出てき

たように感じます。私は毎朝校門で子供たちを迎えていますが、９月頃に比べて、挨拶を返してくれ

る子、声は出さなくても目であいさつしてくれる子、笑顔で登校する子が増えてきたように感じられ

ます。 
学校での感染症対策は２学期当初と変更はしていません。学校では手洗い、咳エチケット、密を避

けることを繰り返し指導しています。その前提で、こらからの教育活動で、活動の幅を広げていける

ように模索しています。 
各教科では、授業での話し合い活動や、子供同士のかかわりを増やしていけるように考えています。 
体育科では、これまで実施出来なかったボール運動や器械運動を取り入れて、少しずつ例年の体育

学習に近づけていく予定です。 
音楽科では楽器の演奏や、歌の指導も始めたいと考えています。そのためにマスクやタオルの準備

など、皆様にご協力をいただくことがあります。 
子供たち自身の集う時間を増やし、より楽しく充実した授業にしていきたいと考えています。子供

たちが安心して楽しく登校できるように改善を進めてまいります。しかし、学校行事等実施が難しい

ことが多い今年度です。また、感染症の現状を考えますと、学校公開等保護者の方の授業参観もまだ

実施できない状況にあります。子供たちの授業の様子を参観したいという声は聞こえてまいります

が、現状を考えますと２学期中の実施は、難しいことをご理解ください。３学期につきましては、今

後の状況により判断させていただきます。 
 



◇感染予防のためにこれからも継続していきます 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
○いじめ一掃取組月間      
１１月は、練馬区小中学校一斉ふれあい（いじめ防止強化）月間です。本校では「心のやさしい子、

友達を大切にする子、何ごとにもがんばれる子」の育成を目指して、日頃から子供たちが元気で楽し

い学校生活が送れるように指導を進めています。これからも保護者の皆様と連携して、「いじめ」の

ない学校づくりに取り組んでまいります。今年度は、全校で「いじめ撲滅宣言」を考えていきます。  
ご家庭でもお子様と学校での出来事など話し合う時間をもつとともに、友達を大切にすることや暴

力はいけないということについてもご確認ください。今年度はコロナ感染症についても子供たちの心

を痛めていることがあります。何かお子様に心配なことがありましたら、どんなことでも早めに学校

に相談してください。 
 

外から帰ったときには、忘れずに手洗いを

しましょう。 

外出するときや友達と話をするときには、

マスクを着けましょう。 

密集した場所を避けて生活をしましょう。 

毎朝、体温をしっかり測りましょう。 

健康観察の記録に書きます。 


